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(57)【要約】
【課題】装飾部材のメンテナンス性を向上する。
【解決手段】装飾部材３０は、遊技盤の盤前面に固定さ
れる台板部６８と、この台板部６８から前方へ突出して
、遊技領域から窓口の開口内側への遊技球の通過を規制
する庇状部７０とを有している。庇状部７０は、遊技領
域に打ち出された遊技球が接触可能な第１領域に延在す
る第１庇片７１が台板部６８から分離可能な別体として
形成されると共に、遊技領域に打ち出された遊技球が接
触する頻度が第１領域よりも低い第２領域に延在する第
２庇片７２が台板部６８から分離不能に一体形成される
。
【選択図】図１４



(2) JP 2013-212150 A 2013.10.17

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　盤前面に遊技球が流下可能な遊技領域が設けられた遊技盤を備え、この遊技盤に図柄表
示装置の表示部が後側から臨む窓口を画成する枠状の装飾部材が設けられた遊技機におい
て、
　前記装飾部材は、前記遊技盤の盤前面に固定される台板部と、この台板部から前方へ突
出して、前記遊技領域から前記窓口の開口内側への遊技球の通過を規制する庇状部とを有
し、
　前記庇状部は、前記遊技領域に打ち出された遊技球が接触可能な第１領域に延在する第
１庇片が前記台板部から分離可能な別体として形成されると共に、遊技領域に打ち出され
た遊技球が接触する頻度が第１領域よりも低い第２領域に延在する第２庇片が台板部から
分離不能に一体形成され、
　前記第１庇片は、光を透過可能に形成されると共に、前記第２庇片は、不透明に形成さ
れ、
　前記第１庇片は、前記窓口側に隣接配置された飾り部を照らす発光手段の光を受けて前
記遊技領域側の面が発光するよう構成された
ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記装飾部材には、前記飾り部と前記第１庇片との間に光が通過可能な通光部が設けら
れると共に、該通光部を挟んで第１庇片に臨む位置に配置された壁部に光を反射し得る反
射面が設けられ、前記発光手段から前側へ照射した光を反射面で反射して通光部を介して
第１庇片を照らすよう構成した請求項１記載の遊技機。
【請求項３】
　前記遊技盤は、前記装飾部材の左側を遊技球が流下するように遊技球を前記遊技領域に
打ち出して装飾部材の下方位置に設けられた入賞装置への入賞を図ると共に、該装飾部材
の右側を流下した遊技球をアウト口に導くよう盤面が構成され、
　前記庇状部は、前記装飾部材の頂部を挟んで左側に延在する第１領域をなす前記第１庇
片によって遊技球を遊技領域における該装飾部材の左側へ案内すると共に、該頂部を挟ん
で右側に延在する第２領域をなす前記第２庇片によって遊技球を遊技領域における該装飾
部材の右側へ案内するよう構成された請求項１または２記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、遊技盤に装飾部材を設けた遊技機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　代表的な遊技機であるパチンコ機には、遊技盤の盤前面に画成した遊技領域の略中央位
置に装飾部材(所謂センター役物)が配設されており、この装飾部材の窓口を介して図柄表
示を行う図柄表示装置を後方から臨ませると共に、該遊技盤における装飾部材の下方位置
に、パチンコ球(遊技球)の入賞により図柄表示装置での図柄の変動を開始させる始動入賞
装置や大当り時等に開放する特別入賞装置を配設するよう構成されたものが提案されてい
る(例えば特許文献１参照)。このようなパチンコ機では、前記遊技領域に打ち出されたパ
チンコ球が遊技領域に植設された遊技釘等との接触により跳ね返りながら次第に自重によ
り流下し、該遊技領域を流下する過程で前記始動入賞装置に入賞することにより前記図柄
表示装置で図柄が変動して、該図柄表示装置に図柄が所定の組み合わせで停止することに
より所謂大当りが発生し、前記特別入賞装置が開放して多数の賞球を獲得し得るよう構成
される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
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【特許文献１】特開２００７－１５１８９０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　前記パチンコ機では、装飾部材の上縁部から両側縁部の所要範囲に亘って遊技盤の盤前
面より前方に突出した庇状部を形成し、この庇状部によって遊技領域に打ち出されたパチ
ンコ球が図柄表示装置の前側を流下しないように規制している。また、パチンコ機では、
装飾部材や入賞装置の配置などの盤面構成に応じて、パチンコ球の打ち出しに際して遊技
領域の狙う位置が決まるので、庇状部における特定の領域にパチンコ球が高い頻度で接触
する一方、庇状部における別の領域にパチンコ球がほとんど接触しないことがある。すな
わち、パチンコ球が高い頻度で接触する庇状部の特定の領域は、経時的に磨耗したり、破
損するおそれがある。しかし、装飾部材は、パチンコ球の接触頻度が低い庇状部における
別の領域に異常がないにもかかわらず、全体を取り替える必要があり、取り替えに手間が
かかると共に取り替えコストが嵩んでしまう。また、パチンコ機では、図柄表示装置での
図柄変動の結果が遊技者の最大の関心事であることから、図柄表示装置を囲む装飾部材の
装飾をより華やかにすることが求められている。
【０００５】
　すなわち本発明は、従来の技術に係る遊技機に内在する前記問題に鑑み、これらを好適
に解決するべく提案されたものであって、高いメンテナンス性および装飾性を有する装飾
部材を備えた遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を克服し、所期の目的を達成するため、本願の請求項１に係る発明の遊技機は
、
　盤前面に遊技球が流下可能な遊技領域(20a)が設けられた遊技盤(20)を備え、この遊技
盤(20)に図柄表示装置(13)の表示部(13a)が後側から臨む窓口(30a)を画成する枠状の装飾
部材(30)が設けられた遊技機において、
　前記装飾部材(30)は、前記遊技盤(20)の盤前面に固定される台板部(68)と、この台板部
(68)から前方へ突出して、前記遊技領域(20a)から前記窓口(30a)の開口内側への遊技球の
通過を規制する庇状部(70)とを有し、
　前記庇状部(70)は、前記遊技領域(20a)に打ち出された遊技球が接触可能な第１領域に
延在する第１庇片(71)が前記台板部(68)から分離可能な別体として形成されると共に、遊
技領域(20a)に打ち出された遊技球が接触する頻度が第１領域よりも低い第２領域に延在
する第２庇片(72)が台板部(68)から分離不能に一体形成され、
　前記第１庇片(71)は、光を透過可能に形成されると共に、前記第２庇片(72)は、不透明
に形成され、
　前記第１庇片(71)は、前記窓口(30a)側に隣接配置された飾り部(44,45,76)を照らす発
光手段(48,79)の光を受けて前記遊技領域(20a)側の面が発光するよう構成されたことを要
旨とする。
　請求項１に係る発明によれば、庇状部において遊技球が接触する頻度が高い第１領域を
構成する第１庇片が台板部に対して分離可能になっているので、第１庇片だけを取り替え
ることができる。また、第１庇片は、隣接配置された飾り部を発光させる発光手段の光を
受けて発光するので、装飾部材において遊技球が接触する頻度が高く遊技者が注視する第
１領域を好適に発光装飾することができる。
【０００７】
　請求項２に係る発明では、前記装飾部材(30)には、前記飾り部(44,45,76)と前記第１庇
片(71)との間に光が通過可能な通光部(82,93)が設けられると共に、該通光部(82,93)を挟
んで第１庇片(71)に臨む位置に配置された壁部(81,92)に光を反射し得る反射面(83,94)が
設けられ、前記発光手段(48,79)から前側へ照射した光を反射面(83,94)で反射して通光部
(82,93)を介して第１庇片(71)を照らすよう構成したことを要旨とする。
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　請求項２に係る発明によれば、第１庇片は、専用の発光手段によって発光するのではな
く、飾り部を照らす発光手段を用いて間接的に発光する構成であるので、装飾部材の部品
点数の増加を抑えることができ、また第１庇片を発光させることによる装飾部材の大型化
を避けることができる。
【０００８】
　請求項３に係る発明では、前記遊技盤(20)は、前記装飾部材(30)の左側を遊技球が流下
するように遊技球を前記遊技領域(20a)に打ち出して装飾部材(30)の下方位置に設けられ
た入賞装置(32,34)への入賞を図ると共に、該装飾部材(30)の右側を流下した遊技球をア
ウト口(21)に導くよう盤面が構成され、
　前記庇状部(70)は、前記装飾部材(30)の頂部を挟んで左側に延在する第１領域をなす前
記第１庇片(71)によって遊技球を遊技領域(20a)における該装飾部材(30)の左側へ案内す
ると共に、該頂部を挟んで右側に延在する第２領域をなす前記第２庇片(72)によって遊技
球を遊技領域(20a)における該装飾部材(30)の右側へ案内するよう構成されたことを要旨
とする。
　請求項３に係る発明によれば、装飾部材の左側を遊技球が流下するように遊技球を遊技
領域に打ち出して装飾部材の下方位置に設けられた入賞装置への入賞を図る遊技盤におい
ては、装飾部材の右側を遊技球が流下することがほとんどないので、庇状部の左側に延在
する第１領域に対する遊技者の注目度は、庇状部の右側に延在する第２領域と比べて非常
に高い。このように遊技者の注目度が高い庇状部の左側に延在する第１領域を第１庇片で
構成することで、第１庇片の発光装飾を遊技者により意識させることができ、高い装飾効
果が得られる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明に係る遊技機によれば、装飾部材のメンテナンス性および装飾性を向上し得る。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の好適な実施例に係るパチンコ機を前側から示す概略斜視図である。
【図２】実施例の遊技盤を示す正面図である。
【図３】実施例の遊技盤を前側から示す概略斜視図である。
【図４】図２のＡ－Ａ線で破断した要部断面図であって、遊技盤の上部を示す。
【図５】図２のＡ－Ａ線で破断した要部断面図であって、遊技盤の中間部から下部を示す
。
【図６】図２のＢ－Ｂ線で破断した要部断面図であって、遊技盤の上部を示す。
【図７】図２のＣ－Ｃ線で破断した要部断面図であって、遊技盤の中間部を示す。
【図８】図２のＤ－Ｄ線で破断した要部断面図である。
【図９】実施例の設置部材を前側から示す概略斜視図である。
【図１０】実施例の装飾部材を前側から示す概略斜視図である。
【図１１】実施例の装飾部材の一部を分解して前側から示す概略斜視図である。
【図１２】実施例の装飾部材の一部を分解して後側から示す概略斜視図である。
【図１３】実施例の装飾部材において、台板部からステージおよび球誘導路を分解して示
す概略斜視図である。
【図１４】実施例の装飾部材において、台板部から第１庇片、装飾カバー体および意匠片
を分解して示す概略斜視図である。
【図１５】実施例の電飾手段を示す右側面図である。
【図１６】実施例の電飾手段を示す底面図である。
【図１７】実施例の電飾手段を分解して示す概略斜視図である。
【図１８】(ａ)は実施例の保留表示手段の平面図であり、(ｂ)は実施例の保留表示手段の
正面図であり、(ｃ)は実施例の保留表示手段の左側面図である。
【図１９】図１８(ｃ)のＥ－Ｅ線断面図である。
【図２０】実施例の保留表示手段を分解して前側から示す概略斜視図である。
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【図２１】実施例の保留表示手段を分解して後側から示す概略斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　次に、本発明に係る遊技機につき、好適な実施例を挙げて、添付図面を参照して以下に
説明する。なお、実施例では、遊技球としてパチンコ球を用いて遊技を行うパチンコ機を
例に挙げて説明する。また、以下の説明において、「前」、「後」、「左」、「右」とは
、特に断りのない限り、図１に示すようにパチンコ機を前側(遊技者側)から見た状態で指
称する。
【実施例】
【００１２】
(パチンコ機の概略構成について)
　図１に示すように、実施例に係るパチンコ機１０は、矩形枠状に形成されて遊技店の図
示しない設置枠台に固定される固定枠としての外枠１１の開口前面側に、後述する遊技盤
２０(図２または図３参照)が着脱可能に保持された本体枠としての中枠１２が開閉および
着脱可能に組み付けられている。また、遊技盤２０の後側には、各種図柄を表示部１３ａ
で変動表示可能な図柄表示装置１３(図２参照)が配設されている。中枠１２の前面側には
、遊技盤２０を透視保護するガラス板１４ａを備えた装飾枠としての前枠１４が開閉可能
に組付けられると共に、前枠１４の下方にパチンコ球を貯留する下球受け皿１５が開閉可
能に組み付けられる。実施例では、前枠１４の下部位置に下球受け皿１５の上側に位置し
て、パチンコ球を貯留する上球受け皿１６が一体的に組み付けられており、前枠１４の開
閉に合わせて上球受け皿１６も一体的に開閉するよう構成される。実施例のパチンコ機１
０では、図柄表示装置１３として、液晶画面からなる表示部１３ａで各種演出表示を行う
液晶タイプが採用されている。ここで、図柄表示装置１３としては、液晶タイプに限られ
るものではなく、ドラム式の図柄表示装置やドットマトリックス式の図柄表示装置等の各
種図柄を停止および変動表示可能な従来公知の各種の表示装置を採用し得る。また、上球
受け皿１６は、前枠１４と別体に形成して中枠１２に対して開閉可能に組み付けるように
してもよい。
【００１３】
(遊技盤２０について)
　前記中枠１２に配設される遊技盤２０は、ベニヤからなる平板状の板部材で構成され、
図２または図３に示すように、盤前面(盤面)にパチンコ球が流下可能な遊技領域２０ａが
画成されている。なお、遊技盤２０の後側には、各種遊技部品の設置基盤となる設置部材
６０が取り付けられ、この設置部材６０に前記図柄表示装置１３が着脱可能に配設される
。遊技盤２０の盤前面には、案内レール２３,２４が配設されると共に、該案内レール２
３の右方位置に、左端縁が右方に凹む円弧状に形成した盤面飾り部材２５が配設され、案
内レール２３,３４および盤面飾り部材２５によって遊技領域２０ａが略円形状に画成さ
れる。案内レールは、左下部から右上部にかけて円弧状に延在する外レール２３と、この
外レール２３の内側に中央下部から左上部にかけて並べて配置された内レール２４とから
なり、中枠１２に配設された図示しない打球発射装置から発射されたパチンコ球が外レー
ル２３と内レール２４との間に設けた発射通路２６を通過して、遊技領域２０ａの左上部
に開口する発射口２６ａから該遊技領域２０ａに打ち出され、該遊技領域２０ａ内をパチ
ンコ球が流下して遊技が行われる。なお、遊技盤２０の遊技領域２０ａ内には、多数の遊
技釘２７や風車２８等が配設されており、該遊技釘２７や風車２８等との接触により遊技
領域２０ａを流下するパチンコ球の流下方向が不規則に変化するよう構成してある。
【００１４】
　図２および図３に示すように、前記遊技盤２０には、前後に貫通する中央貫通口２０ｂ
(図４および図６参照)が形成されており、この中央貫通口２０ｂに嵌め合わせて装飾部材
(所謂センター役物)３０が配設されている。装飾部材３０は、前後に開口する窓口３０ａ
を画成した枠状に形成され、中央貫通口２０ｂに窓口３０ａを前後に重ねた状態で遊技盤
２０に対して着脱可能に配設される。そして、遊技盤２０の中央部には、設置部材６０に
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図柄表示装置１３を取り付けた際に、図柄表示装置１３の前面に設けた表示部１３ａが、
中央貫通口２０ｂおよび窓口３０ａを介して後側から臨み(図２参照)、該表示部１３ａで
展開される図柄変動などの各種演出を前側から視認し得るようになっている。ここで、パ
チンコ機１０では、図柄表示装置１３の表示部１３ａの中央部が遊技者の目の高さと同じ
あるいは僅かに見下ろす高さになるよう配置される。
【００１５】
　図２および図３に示すように、遊技盤２０には、装飾部材３０の下方位置に始動入賞装
置３２が配設され、遊技領域２０ａの左右方向中央部に開口する始動入賞口３２ａ,３２
ｂに遊技領域２０ａを流下するパチンコ球が入賞することで、図柄表示装置１３での図柄
変動を開始したり、所定数の賞球の払い出しなどが行われる。また、遊技盤２０には、始
動入賞装置３２の下方位置に特別入賞装置３４が配設され、始動入賞口３２ａ,３２ｂの
下方位置で遊技領域２０ａに臨むように特別入賞口３４ａが設けられている。特別入賞装
置３４は、大当り時などの所定の遊技状態において、特別入賞口３４ａを塞ぐ開閉扉３５
を開放変位して、特別入賞口３４ａを開放するようになっている。そして、遊技領域２０
ａを流下するパチンコ球が前記特別入賞口３４ａに入賞することで、所定数の賞球の払い
出しなどが行われる。また、遊技盤２０には、装飾部材３０の左側位置に、パチンコ球が
通過可能なゲート３６が配設され、遊技領域２０ａを流下するパチンコ球がゲート３６を
通過するを契機として、下側の始動入賞口３４ｂに配設された羽根部材３３(図３参照)を
開放するなどが行われる。更に、遊技盤２０には、遊技領域２０ａの左側下部に普通入賞
装置３８が配設され、遊技領域２０ａに開口する普通入賞口３８ａに該遊技領域２０ａを
流下するパチンコ球が入賞することで、所定数の賞球の払い出しなどが行われるようにな
っている。なお、実施例では特別入賞口３４ａの右側にも普通入賞装置３８は配設されて
いる。
【００１６】
　図２に示すように、遊技盤２０の前側から視認可能な位置には、始動入賞口３２ａ,３
２ｂに入賞した入賞球の有効保留数を表示する保留表示手段１３０が、窓口３０ａを介し
て前側に臨む図柄表示装置１３の表示部１３ａよりも下側に配設されている。実施例の保
留表示手段１３０は、窓口３０ａの開口内側下部に配置され、該窓口３０ａに後側から臨
む表示部１３ａの直下で、始動入賞装置３２の始動入賞口３２ａ,３２ｂの上側に位置し
ている。保留表示手段１３０は、後述する保留レンズ部(発光部)１３９の点灯の有無によ
って入賞球の有効保留数を表示するものであり、始動入賞口３２ａ,３２ｂに入賞したパ
チンコ球の入賞検知に応じて保留レンズ部１３９が１つずつ点灯されて、表示部１３ａに
おいて入賞球に対応した図柄変動が開始される度に保留レンズ部１３９が１つずつ消灯さ
れる。実施例の始動入賞装置３２は、上下２つの始動入賞口３２ａ,３２ｂを有し、上側
の始動入賞口３２ａから入賞した入賞球の有効保留数(実施例では４つ)を左側に並ぶ４つ
の保留レンズ部１３９で点灯表示すると共に、下側の始動入賞口３２ｂから入賞した入賞
球の有効保留数(実施例では４つ)を右側に並ぶ４つの保留レンズ部１３９で点灯表示する
よう構成される。
【００１７】
　図２または図３に示すように、前記遊技盤２０には、可動演出装置４２,５２が配設さ
れ、遊技に際して図柄表示装置１３の表示部１３ａに表示される図柄等の遊技演出や大当
りなどの遊技状態等に応じた所定のタイミングで、可動演出装置４２,５２に所定の動作
を行わせ、遊技者の興趣を高めるようになっている。実施例の遊技盤２０には、前後の軸
周りに回転動作を行う第１可動飾り部(飾り部)４４を有する第１可動演出装置４２が装飾
部材３０の上縁部略中央に配設され、前後の軸周りに回転動作を行う第２可動飾り部５４
を有する第２可動演出装置５２が装飾部材３０の右縁部に配設されている。ここで、第１
可動演出装置４２は、装飾部材３０の上縁部に延在する庇状部７０の窓口３０ａ側(下側)
で、表示部１３ａの上側に配置されている。また、第２可動演出装置５２は、装飾部材３
０の右縁部に延在する庇状部７０の窓口３０ａ側(左側)で、表示部１３ａの右側に配置さ
れている。
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【００１８】
　図４に示すように、第１可動演出装置４２は、光を透過可能な第１固定飾り部４５で前
側を覆われた第１可動発光基板４７と、第１可動モータ４６によって回転される回転軸４
４ａの前端に取り付けられ、第１固定飾り部４５の前側に配置された第１可動飾り部４４
とを備え、第１可動モータ４６の駆動により第１可動飾り部４４を回転し得ると共に、第
１可動発光基板４７の前面に設けられたＬＥＤ等の第１飾り発光体４８から前方へ照射し
た光によって、第１固定飾り部４５および第１可動飾り部４４を発光させるようになって
いる。なお、第１可動演出装置４２は、装飾部材３０の後述する第１庇片７１を発光させ
る発光手段としても機能する。
【００１９】
(可動演出装置４２,５２について)
　図１０に示すように、第２可動演出装置５２は、ＬＥＤ等の第２可動発光体を前面に備
えた第２可動発光基板(図示せず)の前側を覆うように設けられた第２固定飾り部５５と、
この第２固定飾り部５５の前側に上下に離間して配設された複数(実施例では３つ)の第２
可動飾り部５４とを備えている。第２可動演出装置５２は、第２駆動モータ５６(図１２
参照)の駆動により複数の第２可動飾り部５４を同期して回転し得ると共に、第２可動発
光体から前方へ照射した光によって第２可動飾り部５４および第２固定飾り部５５を発光
させるようになっている。各可動演出装置４２,５２は、可動飾り部４４,５４、固定飾り
部４５,５５、可動発光基板４７および可動モータ４６,５６などの構成部材をまとめて取
り扱い可能なユニット構造になっており、装飾部材３０に対して各可動演出装置単位で着
脱可能に構成されている(図１４参照)。
【００２０】
(設置部材６０について)
　前記遊技盤２０の後側には、各種の遊技部品が配設される合成樹脂製の設置部材６０が
配設され、この設置部材６０の後側に図柄表示装置１３が着脱可能に配設される。図９に
示すように、設置部材６０は、前後に貫通する表示開口部６２ａが略中央部に開設された
設置板部６２と、この設置板部６２の周縁から前方に立設された設置周壁部６４とを有し
、前側に開口する略矩形箱状に形成されている。設置部材６０は、設置周壁部６４の前端
部に形成された取付片６４ａを遊技盤２０の後面に突き当ててネジ止め固定され、設置板
部６２と遊技盤２０との間に各種遊技部品を配設可能な所要の設置空間を画成している。
また、設置部材６０は、図柄表示装置１３を後側に取り付けた際に表示部１３ａが表示開
口部６２ａに臨むようになっている。そして、設置部材６０を遊技盤２０に取り付けた際
には、遊技盤２０の中央貫通口２０ｂ(窓口３０ａ)の後側に重なる表示開口部６２ａを介
して前側から表示部１３ａが視認可能になっている。
【００２１】
　図９に示すように、実施例では、設置部材６０の前側に配設される遊技部品として、前
記保留表示手段１３０が設置板部６２における表示開口部６２ａの下側に配設され、表示
部１３ａの右側を発光装飾する電飾手段１２０が設置板部６２における表示開口部６２ａ
の左側に配設されている。また、設置板部６２における表示部開口部６０ａの上側には、
２つの固定飾り体６６,６６が左右方向に離間配置されている。そして、装飾部材３０に
配設された第１可動演出装置４２の後部が、設置板部６２における表示開口部６２ａ上側
の２つの固定飾り体６６,６６間のスペースを用いて配置されると共に、装飾部材３０に
配設された第２可動演出装置５２の後部が設置板部６２における表示開口部６２ａの右側
のスペースを用いて配置される。
【００２２】
(遊技盤２０の盤面構成について)
　図２に示すように、前記遊技盤２０では、遊技領域２０ａにおいて装飾部材３０が右側
に大きく張り出すように設けられ、盤面飾り部材２５と装飾部材３０との間に形成された
遊技領域２０ａの右側流路(遊技領域２０ａにおける装飾部材３０の右側)と比べて、内レ
ール２４と装飾部材３０との間に形成された遊技領域２０ａの左側流路(遊技領域２０ａ
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における装飾部材３０の左側)が広くなっている。また、遊技領域２０ａの左側流路には
、多数の遊技釘２７やゲート３６が配設されると共に、ワープ通路とも呼ばれる球誘導路
１１２の球入口１１２ａが開口している。そして、遊技領域２０ａにおける装飾部材３０
の下側には、遊技領域２０ａの左側流路を流下したパチンコ球を始動入賞口３２ａ,３２
ｂや特別入賞口３４ａへ向けて誘導するように遊技釘２８(所謂道釘)が配設されている。
また、遊技領域２０ａの左側流路から始動入賞口３２ａ,３２ｂや特別入賞口３４ａへ向
けて流下する過程でパチンコ球が、遊技領域２０ａの左側下部に開口する普通入賞口３８
ａに入賞し得るようになっている。そして、何れの入賞口３２ａ,３２ｂ,３４ａ,３８ａ
にも入賞しなかったパチンコ球は、遊技領域２０ａの最下部に開口するアウト口２１から
排出されるよう構成される。これに対して、遊技領域２０ａの右側流路には、遊技釘２７
や入賞口３２ａ,３２ｂ,３４ａ,３８ａやゲート３６等の遊技部品が存在せず、遊技領域
２０ａの右側流路を流下したパチンコ球が装飾部材３０および盤面飾り部材２５により前
記アウト口２１に導かれるように構成される。すなわち、前記遊技盤２０は、装飾部材３
０の左側をパチンコ球が流下するようにパチンコ球を遊技領域２０ａに打ち出して装飾部
材３０の下方位置に設けられた入賞装置３２,３４,３８の入賞口３２ａ,３２ｂ,３４ａ,
３８ａへの入賞を図ると共に、装飾部材３０の右側を流下したパチンコ球をアウト口２１
に導くよう盤面が構成された所謂左打ち仕様である。このように、実施例のパチンコ機１
０は、遊技領域２０ａの左側流路を狙ってパチンコ球を遊技領域２０ａに打ち出して遊技
が行われ、遊技領域２０ａの右側流路にパチンコ球がほとんど流入しないようになってい
る。ここで、装飾部材３０における右縁部に延在する庇状部７０と盤面飾り部材２５との
間は、パチンコ球が２個並ばない間隔に設定され、パチンコ球を１個ずつ通過させるよう
になっている。
【００２３】
(装飾部材３０について)
　図１０～図１４に示すように、装飾部材３０は、遊技盤２０の盤前面に固定される台板
部６８と、この台板部６８から前方へ突出して、遊技領域２０ａから窓口３０ａの開口内
側へのパチンコ球の通過を規制する庇状部７０とを有している。また、装飾部材３０には
、中央貫通口２０ｂの開口形状に合わせた枠状に形成された台板部６８から後方へ突出す
る嵌込部７３が設けられている(図１２参照)。装飾部材３０は、嵌込部７３を中央貫通口
２０ｂに嵌め合わせると共に台板部６８を遊技盤２０の盤前面に当接した状態で、台板部
６８を前側から遊技盤２０に対してネジ止めすることで着脱可能に取り付けられる。台板
部６８は、盤面方向に板面が延在する板状に基本的に形成されており(図１３および図１
４参照)、嵌込部７３よりも窓口３０ａの開口外側へ向けて延出した部位が遊技盤２０の
盤前面に重なるようになっている。台板部６８において遊技盤２０の盤前面に重なって遊
技領域２０ａを構成する部位は、外周縁が窓口３０ａの開口内側から外側へ向かうにつれ
て後方へ傾くテーパ状に形成され、前側をパチンコ球が通過可能になっている。なお、嵌
込部７３は、盤面方向と直交する方向へ板面が延在する板状片であって、台板部６８から
分離不能に該台板部６８と一体形成されている。また、装飾部材３０には、庇状部７０の
前側および台板部６８の下縁部前側などの適宜部位に、該装飾部材３０の前面意匠を構成
する意匠片７４が着脱可能に取り付けられている。実施例において、装飾部材３０におけ
る球誘導路１１２の球入口１１２ａの下側から下縁部にかけての領域は、庇状部７０が設
けられておらず、台板部６８の前面に取り付けられた意匠片７４の前側をパチンコ球が通
過可能になっている。
【００２４】
　図１０に示すように、装飾部材３０の上縁部中央部位には、前記第１可動演出装置４２
が庇状部７０(後述の第１庇片７１)よりも窓口３０ａ側に配設され、庇状部７０(第１庇
片７１)に隣接して第１可動演出装置４２の第１可動飾り部４４および第１固定飾り部４
５が前側に臨むように配置されている。また、装飾部材３０の右縁部には、前記第２可動
演出装置５２が庇状部７０(後述の第２庇片７２)よりも窓口３０ａ側に配設され、庇状部
７０(第２庇片７２)に隣接して第２可動演出装置５２の第２可動飾り部５４および第２固
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定飾り部５５が前側に臨むように配置されている。また、装飾部材３０の上縁部左側部位
には、第１センター飾り部(飾り部)７６が庇状部(第１庇片７１)よりも窓口３０ａ側に配
設されると共に、第１センター飾り部７６の後側に第１装飾発光基板(発光手段)７８が配
設され、第１装飾発光基板７８の前面に設けられたＬＥＤ等の第１装飾発光体７９から前
方に照射された光によって第１センター飾り部７６が照らされるようになっている(図１
１および図１４参照)。装飾部材３０の上縁部右側部位には、第２センター飾り部８５が
庇状部７０(第２庇片７２)よりも窓口３０ａ側に配設されると共に、第２センター飾り部
８５の後側に第２装飾発光基板８８が配設され、第２装飾発光基板８８の前面に設けられ
たＬＥＤ等の第２装飾発光体８９から前方に照射された光によって第２センター飾り部８
５が照らされるようになっている(図１４参照)。このように、装飾部材３０の上縁部には
、第１可動演出装置４２を左右方向に挟んで２つのセンター飾り部７６,８５が設けられ
て、表示部１３ａの上側を第１可動演出装置４２および２つのセンター飾り部７６,８５
の発光によって装飾し得るよう構成される。
【００２５】
(庇状部７０について)
　前記庇状部７０は、図柄表示装置１３の表示部１３ａの上側から左右の両側部を囲うよ
うに略円弧状に形成され、図２に示すように、実施例の庇状部７０は、左側部分が遊技領
域２０ａの上下方向略中央まで延在し、右側部分が遊技領域２０ａの上下方向下部まで延
在した後にステージ１００の右側までに亘って延在している。また、庇状部７０は、遊技
領域２０ａに打ち出されたパチンコ球が接触可能な第１領域に延在する第１庇片７１が台
板部６８から分離可能な別体として形成されると共に、遊技領域２０ａに打ち出されたパ
チンコ球が接触する頻度が第１領域よりも低い第２領域に延在する第２庇片７２が台板部
６８から分離不能に一体形成されている。ここで、左打ち仕様の前記パチンコ機１０では
、装飾部材３０の頂部近傍から左側の傾斜部分を狙って遊技領域２０ａにパチンコ球を打
ち出して該パチンコ球を遊技領域２０ａの左側流路に流下させることから、装飾部材３０
の頂部から装飾部材３０の左側にかけての領域が、パチンコ球が庇状部７０に接触する頻
度が高い第１領域となる。これに対して、前記遊技盤２０では、装飾部材３０の頂部から
装飾部材３０の右側にかけての領域が、パチンコ球が庇状部７０に接触する頻度が低い第
２領域となる。そして、庇状部７０は、装飾部材３０の頂部を挟んで左側に延在する第１
領域をなす前記第１庇片７１によってパチンコ球を遊技領域２０ａにおける該装飾部材３
０の左側へ案内すると共に、該頂部を挟んで右側に延在する第２領域をなす前記第２庇片
７２によってパチンコ球を遊技領域２０ａにおける該装飾部材３０の右側へ案内するよう
構成される。
【００２６】
　図１１および図１２に示すように、前記第１庇片７１は、盤面方向と直交する方向に板
面が延在する板状に形成された本体部７１ａと、この本体部７１ｂにおける台板部６８側
の端縁に盤面方向に延出するよう一体形成された取付基部７１ｂを有している。第１庇片
７１は、取付基部７１ｂが台板部６８に対してネジ止め固定され、当該ネジを取り外すこ
とで、台板部６８から分離し得るようになっている。第１庇片７１は、装飾部材３０の頂
部から左側縁部略中央部位までに亘って配設され、該頂部からの所要範囲(実施例では表
示部１３ａの上側部位)において左側へ向かうにつれて基本的に下方傾斜するように延在
し、当該範囲で接触したパチンコ球を左側へ向けて案内するようになっている。また、第
１庇片７１は、表示部１３ａの左側部位が上下方向に延在するように形成されている。こ
こで、第１庇片７１は、光を透過可能に形成されている。そして、第１庇片７１は、窓口
３０ａ側に隣接配置された第１可動演出装置４２の飾り部４４,４５を照らす第１可動発
光体(発光手段)４８の光を受けて遊技領域２０ａ側の面が発光すると共に、第１センター
飾り部７６を照らす第１装飾発光体(発光手段)７９の光を受けて遊技領域２０ａ側の面が
発光するよう構成されている。実施例の第１庇片７１は、透明なプラスチックから構成さ
れ、本体部７１ａにおける窓口３０ａ側の面に並べて形成された凹凸形状による光拡散構
造によって光を拡散し得るようになっている。
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【００２７】
　図１３および図１４に示すように、前記第２庇片７２は、盤面方向と直交する方向に板
面が延在する板状であって、台板部６８の前面に形成されている。実施例では、台板部６
８、第２庇片７２および嵌込部７３がプラスチックから一体的に成形され、第２庇片７２
が台板部６８から分離できないようになっている。第２庇片７２は、装飾部材３０の頂部
から右側下部にかけて右方に凸となる円弧状に延在するよう形成されると共に、装飾部材
３０の右側下部からステージ１００の右端部にかけて上方傾斜するよう形成されている。
すなわち、第２庇片７２は、装飾部材３０の頂部から右方に向かうにつれて下方傾斜する
部位でパチンコ球を遊技領域２０ａの右側へ向けて案内するようになっている。なお、第
２庇片７２と盤面飾り部材２５との間の右側流路を通過したパチンコ球は、遊技盤中央側
へ向けて下方傾斜した盤面飾り部材２５に案内されてアウト口２１に導かれる。また、第
２庇片７２は、不透明に形成され、窓口３０ａ側に隣接配置された第２可動演出装置５２
の飾り部５４,５５を照らす第２可動発光体の光が遊技領域２０ａ側に漏れず、また窓口
３０ａ側に隣接配置された第２センター飾り部８５を照らす第２装飾発光体８９の光が遊
技領域２０ａ側に漏れないように構成されている。実施例の第２庇片７２は、メッキ等の
光を反射し得る加工が少なくとも遊技領域２０ａ側の面に施されており、当該加工によっ
て不透明になっている。
【００２８】
　前記第１庇部７１を発光させる構成について具体的に説明する。図２に示すように、第
１可動演出装置４２は、第１固定飾り部４５が正面視で円形に形成されると共に、この第
１固定飾り部４５の中心を通る回転軸４４ａに支持された第１可動飾り部４４が花を模し
た形状に形成され、第１固定飾り部４５の前側に第１可動飾り部４４が重なっている(図
４参照)。第１固定飾り部４５は、透明な板材の後面に凹凸による光拡散加工が施されて
おり、第１可動飾り部４４は、半透明に形成されている。第１可動演出装置４２は、第１
可動発光基板４７の前面に設けた第１可動発光体４８から前方へ照射した光によって第１
固定飾り部４５が発光し、第１固定飾り部４５を透過した光によって第１可動飾り部４４
が発光するよう構成される。図１０に示すように、装飾部材３０には、第１可動演出装置
４２を囲むように形成された囲み部材９０が、台板部６８の上縁部中央における第１庇片
７１の下方位置に配設されている。囲み部材９０は、正面視で下部が切り欠かれた円弧筒
状に形成され(図２参照)、台板部６８の前後に延出している(図４参照)。囲み部材９０は
、該囲み部材９０の内側に後側から取り付けられた第１可動演出装置の上側および左右側
部を囲い、上部が第１可動演出装置４２と第１庇片７１との間に延在している。また、囲
み部材９０は、第１可動演出装置４２の回転軸４４ａを中心とした１８０°以上の範囲を
囲み得る大きさで形成されており、第１庇片７１と隣接する上部の一部に対して左右の側
部下側が該回転軸４４ａを挟んで対向するようになっている。なお、囲み部材９０の前面
は、第１庇片７１の前面に取り付けられた意匠片７４と揃っている。
【００２９】
　前記囲み部材９０は、透明等の光を透過可能なプラスチックの表面の適宜範囲に、光を
透過しない不透光加工を施して形成され、実施例では不透光加工として光を反射し得るメ
ッキ加工が行われている。囲み部材９０において、台板部６８よりも後方へ延出して第１
固定飾り部４５および第１可動飾り部４４の上部および左右の側部を囲う後側壁部９１は
、第１可動演出装置４２に臨む内周面に透明な素地が露出する一方、外周面に前記メッキ
加工が施されて(図４および図１４参照)、光を透過しないようになっている。また、囲み
部材９０において、台板部６８よりも前方へ延出して第１可動飾り部４４の前側に延在す
る前側壁部９２には、第１庇片７１の本体部７１ａに対向する上部に透明な素地を表裏に
露出した可動通光部(通光部)９３が形成されると共に、その他の部位(左右の側部)の内周
面に前記メッキ加工が施された可動反射面(反射面)９４が形成されている(図４および図
１４参照)。すなわち、第１可動演出装置４２の飾り部４４,４５と第１庇片７１との間に
は、光を透過可能な可動通光部９３が形成され、この可動通光部９３を挟んで第１庇片７
１に臨む位置に延在する前側壁部９２における左右の側部内周面に可動反射面９４が設け
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られる。そして、第１可動発光基板４７の第１可動発光体４８から前方へ照射した光が、
第１固定飾り部４５または第１可動飾り部４４で拡散して前側壁部９２の可動反射面９４
または後側壁部９１の外周面のメッキ加工で反射して、可動通光部９３を介して第１庇片
７１を照らすようになっている。このように、第１可動演出装置４２の上側に延在する第
１庇片７１の頂部近傍部位が、第１固定飾り部４５および第１可動飾り部４４の発光に伴
い発光するよう構成される。
【００３０】
　図１４に示すように、第１センター飾り部７６は、後側に開口する箱状に形成された第
１装飾カバー体８０と、この第１装飾カバー体８０の内側に後側から嵌め合わせられ、第
１装飾カバー体８０の前面に開設されたカバー開口８０ａから前側に臨む第１装飾透光体
８４とから構成され、台板部６８に着脱可能に配設されている。図６に示すように、第１
装飾カバー体８０は、カバー開口８０ａが形成された前面の外周縁から後方へ延出する壁
部８１が一体形成され、壁部８１において第１庇片７１に隣接した上側に延在する上側部
位と表示部１３ａ側(窓口３０ａの開口内側)の下側に延在する下側部位とが対向している
。第１装飾カバー体８０は、透明等の光を透過可能なプラスチックの表面の適宜範囲に、
光を透過しない不透光加工を施して形成され、実施例では不透光加工として光を反射し得
るメッキ加工が行われている。第１装飾カバー体８０の壁部８１には、第１庇片７１に対
向する上側部位に透明な素地を表裏に露出した装飾通光部(通光部)８２が形成され、その
他の部位に前記メッキ加工を施して装飾反射面(反射面)８３が形成されている。第１装飾
透光体８４は、全体が光を透過し得るよう形成され、前記カバー開口８０ａを介して前側
に臨む前面にダイヤモンドカットによる光拡散加工が施されている。このように、第１セ
ンター飾り部７６と第１庇片７１との間は、第１装飾カバー体８０の装飾通光部８２およ
び第１装飾透光体８４を介して光を透過可能に構成され、装飾通光部８２を挟んで第１庇
片７１に臨む位置に延在する第１装飾カバー体８０の壁部８１に装飾反射面８３が設けら
れている。第１センター飾り部７６の後側には、第１装飾発光基板７８が台板部６８に配
設され、第１装飾発光基板７８の前面に設けられた第１装飾発光体７９から前方に照射し
た光によって、カバー開口８０ａから前側に臨む第１装飾透光体８４を発光させるように
なっている。そして、第１装飾発光基板７８の第１装飾発光体７９から前方へ照射した光
を、第１装飾カバー体８０の壁部８１の装飾反射面８３で反射して、第１装飾透光体８４
および装飾通光部８２を介して第１庇片７１を照らすようになっている。このように、第
１センター飾り部７６の上側に延在する第１庇片７１の上部左側部位が、第１センター飾
り部７６の発光に伴い発光するよう構成される。
【００３１】
　図１４に示すように、第２センター飾り部８５は、後側に開口する箱状に形成された第
２装飾カバー体８６と、この第２装飾カバー体８６の内側に後側から嵌め合わせられ、第
２装飾カバー体８６の前面に開設されたカバー開口８６ａから前側に臨む第２装飾透光体
８７とから構成され、台板部６８に着脱可能に配設されている。第２装飾カバー体８６は
、透明等の光を透過可能なプラスチックの表面全体に光を透過しない不透光加工を施して
形成され、実施例では不透光加工として光を反射し得るメッキ加工が行われている。第２
装飾透光体８７は、全体が光を透過し得るよう形成され、前記カバー開口８６ａを介して
前側に臨む前面にダイヤモンドカットによる光拡散加工が施されている。第２センター飾
り部８５の後側には、第２装飾発光基板８８が台板部６８に配設され、第２装飾発光基板
８８の前面に設けられた装飾発光体８９から前方に照射した光によって、カバー開口８６
ａから前側に臨む第２装飾透光体８７を発光させるようになっている。すなわち、第２セ
ンター飾り部８５と第２庇片７２との間には、光を透過しない第２装飾カバー体８６が存
在しているので、第２装飾発光体８９から前方へ照射した光が第２庇片７２側に漏れない
ようになっている。このように、第２庇片７２は、隣接配置された第２センター飾り部８
５または第２可動演出装置５２が発光しても積極的に発光せず、第１庇片７１が設けられ
た第１領域と第２庇片７２が設けられた第２領域とで発光の有無が区分されている。
【００３２】
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(ステージ１００について)
　図３に示すように、装飾部材３０の下縁部には、遊技領域２０ａから受け入れたパチン
コ球を転動可能で、転動したパチンコ球を遊技領域２０ａに放出するステージ１００が設
けられている。ステージ１００は、装飾部材３０の窓口３０ａに臨む表示部１３ａの下側
で、装飾部材３０の下縁部よりも上側に配置されている。ステージ１００は、台板部６８
の下縁部後側に取り付けられ、パチンコ球を転動案内する転動部１０３を有する第１ステ
ージ部材１０１と、この第１ステージ部材１０１の後側に取り付けられ、パチンコ球が遊
技盤２０の後側へ落ちないように規制する第２ステージ部材１０４とから構成されている
(図１３参照)。また、ステージ１００は、転動部１０３から遊技領域２０ａの特定領域に
案内する王道ルートとも称される球通路１１０を有しており、実施例では球通路１１０に
よって転動部１０３から始動入賞口３２ａの上側にパチンコ球を案内するようになってい
る。なお、球通路１１０は、パチンコ球を１個ずつ通過可能に構成される。
【００３３】
　図１３に示すように、前記第１ステージ部材１０１は、台板部６８の下縁部から上方に
立ち上がる前壁部１０２と、この前壁部１０２の上縁から後方へ延出した転動部１０３を
有し、全体として透明に形成されている。転動部１０３は、左右の側端部が最も高く形成
されると共に、最も低くなるよう形成された一対の放出部１０３ａが中間部に左右に離間
して形成されている。放出部１０３ａは、後から前に向かうにつれて下方傾斜するよう形
成されて、該放出部１０３ａから高い確率で遊技領域２０ａにパチンコ球が放出されるよ
う構成される。また、転動部１０３は、一対の放出部１０３ａの間に設けられた盛り上が
り部分の中央部が前から後に向かうにつれて下方傾斜しており、この傾斜によって転動部
１０３の中央部後側において開口する球通路１１０の通入口１１０ａに案内し得るように
なっている。
【００３４】
　図１３に示すように、前記第２ステージ部材１０４は、転動部１０３の後縁から上方へ
立ち上がって、転動部１０３を転動するパチンコ球の後方変位を規制する後壁部１０５と
、この後壁部１０５の上縁から後方へ延出し、後壁部１０５と表示部１３ａとの間の前後
スペースにパチンコ球が落ちないように規制する上壁部１０６とを有し、全体として透明
に形成されている。図６に示すように、第２ステージ部材１０４は、後壁部１０５と上壁
部１０６とが連なる角部が円弧状に湾曲するよう形成され、上壁部１０６の後縁が設置部
材６０の表示開口部６２ａに挿入されている。また、第２ステージ部材１０４には、後壁
部１０５の左右方向中央部前面を凹ませて、上下方向に延在する樋状の縦通路部１０７が
前側へ開口するように形成されると共に、縦通路部１０７の下端から前方に延出する樋状
の前後通路部１０８が形成されている(図１４参照)。すなわち、縦通路部１０７は、後壁
部１０５よりも後方へ突出している(図７参照)。図５に示すように、第１ステージ部材１
０１と第２ステージ部材１０４とを組み付けることで、縦通路部１０７における転動部１
０３の上側に臨む部分が球通路１１０の通入口１１０ａとなり、転動部１０３の下面から
下方に延出する通路規定片１０９の後縁と縦通路部１０７とによって、球通路１１０にお
ける上下方向に延在する流路が画成される。また、上方に開口する前後通路部１０８に上
方から挿入された通路規定片１０９の下縁と該前後通路部１０８とによって、球通路１１
０における前後方向に延在する流路が画成され、この流路の放出端が装飾部材３０の下縁
部中央部において始動入賞口３２ａの真上に開口する通出口１１０ｂに繋がる。なお、球
通路１１０を構成する縦通路部１０７および前後通路部１０８についても、透明に形成さ
れている。
【００３５】
(球誘導路１１２について)
　図３に示すように、装飾部材３０の左側縁部には、遊技領域２０ａからパチンコ球を取
り込んで該パチンコ球をステージ１００の転動部１０３に案内する球誘導路１１２が設け
られている。なお、球誘導路１１２は、前記電飾手段１２０によって発光される第２の発
光装飾部としても機能する。球誘導路１１２は、遊技領域２０ａからパチンコ球を取り込
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む球入口１１２ａが装飾部材３０の左側縁部における上下方向略中央部に設けられ、左側
方に向けて開口する球入口１１２ａから遊技領域２０ａの左側流路を流下するパチンコ球
を受け入れるようになっている(図２参照)。また、球誘導路１１２は、該球誘導路１１２
によって案内したパチンコ球を排出する球出口１１２ｂが転動部１０３の左端部に設けら
れており、右側方に向けて開口する球出口１１２ｂからパチンコ球を右側方へ向けて付勢
した状態で転動部１０３に受け渡すようになっている。
【００３６】
　図１１および図１３に示すように、前記球誘導路１１２は、前記球入口１１２ａを含む
該球入口１１２ａ近傍が台板部６８の前面に取り付けられた入口形成部１１４で画成され
ている。球誘導路１１２において台板部６８の内周縁に沿ってパチンコ球を下方へ案内す
る通路本体は、入口形成部１１４の後側に取り付けられた前面形成部１１５と、この前面
形成部１１５の後側に取り付けられた中間形成部１１６と、この中間形成部１１６の後側
に取り付けられた後面形成部１１７とによって画成されている(図１３参照)。入口形成部
１１４は、後方に開口する樋状に形成され、上流側となる左端部を台板部６８の外周縁に
整合させて該台板部６８の前面に取り付けられ、下流側となる右端部が台板部６８の開口
内側まで延在している。なお、前記第１庇片７１の下端は、入口形成部１１４の左端部上
側に連なっており、第１庇片７１の下端部下側に球入口１１０ａが開口している(図１０
参照)。前面形成部１１５は、後方に開口する樋状に形成され、上部に開設された開口１
１５ａを入口形成部１１４における台板部６８の開口内側に臨む右端部の後側に整合させ
た状態で台板部６８に配設されている。中間形成部１１６は、前後方向に開口した枠状に
形成され、前面形成部１１５の後縁に整合させた状態で台板部６８に配設されている。な
お、中間形成部１１６の右側面下部には、球出口１１０ｂとなる切り欠きが形成されてい
る。後面形成部１１７は、前方に開口する樋状に形成され、中間形成部１１６の後縁に整
合させた状態で台板部６８に配設されている。すなわち、球通路１１０は、遊技盤２０の
前側から視認可能な意匠面１１３が入口形成部１１４および前面形成部１１５で形成され
、上面、下面および側面が中間形成部１１６で形成され、後面が後面形成部１１７で形成
されている。このように、球通路１１０は、遊技領域２０ａから受け入れたパチンコ球を
入口形成部１１４と台板部６８との間を通して装飾部材３０の開口内側へ案内し、前面形
成部１１５の開口１１５ａを介して通路本体に通入させた後、装飾部材３０の内周に沿っ
て右下へ向けて案内し、球出口１１０ｂから転動部１０３へ排出するよう構成される。
【００３７】
　図５および図８に示すように、球誘導路１１２の通路本体は、装飾部材３０の開口内側
における設置部材６０の設置板部６２前側のスペースを用いて配置され、該通路本体は、
遊技盤２０の盤前面に当接する台板部６８よりも後側に張り出すように形成されている。
また、球誘導路１１２の通路本体は、台板部６８の後方に突出する嵌込部７３の後縁より
も後方で、遊技盤２０の後面よりも後方に張り出すように構成されている。実施例の球誘
導路１１２は、後面形成部１１７が遊技盤２０の後面よりも後側に配置され(図８参照)、
該後面形成部１１７が電飾手段１２０によって照らされるようになっている。また、球誘
導路１１２の構成部材１１４,１１５,１１６,１１７は、何れも光を透過可能に形成され
ており、実施例では後面形成部１１７が無色透明に形成されると共に、入口形成部１１４
、前面形成部１１５および中間形成部１１６が僅かに色の付いた有色透明に形成されてい
る。
【００３８】
(電飾手段１２０について)
　前記電飾手段１２０は、設置部材６０における設置板部６２の左側部前面に取り付けら
れ(図９参照)、遊技盤２０の後側に配置されている(図５および図８参照)。図８および図
１７に示すように、電飾手段１２０は、主発光装飾部(第１の発光装飾部)１２４が部材表
側(窓口３０ａの開口内側に向く側)となる右側面に設けられたカバー部材１２２と、この
カバー部材１２２の部材裏側(窓口３０ａの開口外側に向く側)となる左側に配置された電
飾発光基板(発光基板)１２６と、この電飾発光基板１２６の右側面(カバー部材１２２の
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部材表側に向く面)に設けられ、右側方(カバー部材１２２の部材表側)へ光を照射する電
飾発光体１２７,１２８とを備えている。なお、実施例の電飾発光体１２７,１２８は、窓
口３０ａの開口内側へ向けて光を照射するようになっている(図８参照)。
【００３９】
　前記カバー部材１２２は、設置板部６２の前面(盤面方向)に対して板面が交差する縦姿
勢で配設され(図８参照)、上端が設置板部６２の表示開口部６２ａの上縁よりも上側に位
置すると共に下端が表示開口部６２ａの下縁よりも下側に位置している(図９参照)。なお
、カバー部材１２２は、主発光装飾部１２４の設置面が前側から後側に向かうにつれて表
示開口部６２ａの開口内側へ向けて傾いている。また、カバー部材１２２には、複数(実
施例では２つ)の主発光装飾部１２４が設置され、該主発光装飾部１２４の設置数に合わ
せて複数段(実施例では２段)の設置面が形成されている。そして、カバー部材１２２は、
光を透過可能に形成されており、実施例では全体が透明になっている。
【００４０】
　図８に示すように、前記主発光装飾部１２４は、ボス部１２４ａを介して意匠面を構成
する本体部分がカバー部材１２２の設置面から離間して支持されており、該設置面と本体
部分とが略平行になっている。そして、主発光装飾部１２４の意匠面は、前側から後側に
向かうにつれて表示開口部６２ａの開口内側に傾いており、該意匠面が右斜め前側に面す
るように形成されている。実施例では、主発光装飾部１２４の意匠面に花を模した模様が
形成され、前後に並べて配置された２条の主発光装飾部１２４,１２４によって遊技盤２
０と設置板部６５との間を目隠しするように覆っている(図５および図８参照)。ここで、
主発光装飾部１２４,１２４は、遊技盤２０を前側から左斜め後方へ見通した際に全体的
に視認可能に構成されており(図３参照)、遊技盤を正面から見た際にはほとんど見えない
ようになっている(図２参照)。主発光装飾部１２４は、光を透過可能に形成され、実施例
では有色透明に形成されている。
【００４１】
　図８に示すように、前記電飾発光基板１２６は、設置板部６２の前面に前方に向けて立
設されたベース部材１２１に支持されて、設置板部６２の前面(盤面方向)に対して板面が
交差する縦姿勢で配設されている。実施例の電飾発光基板１２６は、板面が前側から後側
に向かうにつれて表示開口部６２ａの開口内側へ向けて傾くように配設されている。図１
５に示すように、電飾発光基板１２６は、主発光装飾部１２４に対向する対向領域１２６
ａと、主発光装飾部１２４に対してカバー部材１２２の部材表裏方向(左右方向)で重なら
ない露出領域１２６ｂとを有している。露出領域１２６ｂは、盤面方向と交差する姿勢に
ある主発光装飾部１２４の外周縁よりも外方に延出している。そして、実施例の電飾発光
基板１２６は、露出領域１２６ｂが前側の主発光装飾部１２４の前縁よりも前方へ延出す
るよう形成されており、露出領域１２６ｂの前端部がカバー部材１２２の前縁よりも前方
へ延出している(図８および図１５参照)。
【００４２】
　図８および図１５に示すように、前記電飾発光基板１２６において、対向領域１２６ａ
の右側面(カバー部材１２２の部材表側に向く面)には、窓口３０ａの開口内側となる右側
方(部材表側)へ光を照射して主発光装飾部１２４を発光させる第１電飾発光体１２７が配
設されている。なお、実施例の第１電飾発光体１２７は、盤面方向から右斜め前方に僅か
にずれた方向に光を照射するように構成される。また、電飾発光基板１２６において、露
出領域１２６ｂの右側面(カバー部材１２２の部材表側に向く面)には、窓口３０ａの開口
内側となる右側方(部材表側)へ光を照射する第２電飾発光体１２８が配設されている。な
お、実施例の第２電飾発光体１２８は、盤面方向から右斜め前方に僅かにずれた方向に光
を照射するように構成され、第１電飾発光体１２７および第２電飾発光体１２８から照射
した光の軸線が平行になっている。すなわち、第１電飾発光体１２７の光照射方向前側に
は、主発光装飾部１２４が配置されているに対し、第２電飾発光体１２８の光照射方向前
側には、主発光装飾部１２４が配置されていない。ここで、露出領域１２６ｂの前端部に
配置された第２電飾発光体１２８の光照射方向前側には、主発光装飾部１２４だけでなく
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、カバー部材１２２も配置されていない。
【００４３】
　図８に示すように、前記電飾手段１２０で発光される第２の発光装飾部としての前記球
誘導路１１２は、第２電飾発光体１２８の光照射方向前側に位置するよう設けられており
、第２電飾発光体１２８からの光の照射によって発光するように構成されている。実施例
の球誘導路１１２は、左右方向の位置関係が第２電飾発光体１２８よりも右側(窓口３０
ａの開口内側)で、前後方向の位置関係が第２電飾発光体１２８よりも前側へずれている
。具体的には球誘導路１１２は、遊技盤２０の後面よりも後側へ張り出した後面形成部１
１７が第２電飾発光体１２８の光照射方向前側に重なるように配置されている。また、球
誘導路１１２は、装飾部材３０の左側縁部に設けられており、遊技盤２０側に設けられた
球誘導路１１２が設置部材６０側に配設された主発光装飾部１２４の前側に重なっている
。ここで、球誘導路１１２の意匠面１１３は、第２電飾発光体１２８の光照射方向と交差
する方向に向けて形成されており、第２電飾発光体１２８によって直接照らされる後面形
成部１１７の前側に該意匠面１１３が設けられている。すなわち、球誘導路１１２は、前
記入口形成部１１４および前面形成部１１５によって形成された意匠面１１３が遊技盤２
０の前側に臨むように装飾部材３０に設けられ、窓口３０ａの開口内側を向く主発光装飾
部１２４の意匠面と球誘導路１１２の意匠面１１３とで向きが異なっている。
【００４４】
　図８に示すように、主発光装飾部１２４と第１電飾発光体１２７とが窓口３０ａの開口
内外方向に重なり、第１電飾発光体１２７からの光によって表示部１３ａの右側が発光さ
れる。これに対して、球誘導路１１２の後面形成部１１７と第２電飾発光体１２８とが窓
口３０ａの開口内外方向に重なっているが、遊技盤２０の前側から第２電飾発光体１２８
による発光が視認可能になっている。すなわち、前述の如く光を透過可能に形成された球
誘導路１１２は、透明な意匠面１１３を介して視認可能な後面形成部１１７が第２電飾発
光体から照射された光によって少なくとも発光するよう構成されている。なお、球誘導路
１１２は、該球誘導路１１２を構成するプラスチック特有の導光作用により後面形成部１
１７に入射した光によって全体的に発光するよう構成してもよい。
【００４５】
(保留表示手段１３０について)
　図２に示すように、前記保留表示手段１３０は、図柄表示装置１３の表示部１３ａより
も下側で、前記ステージ１００の後側に設けられ、透明なステージ１００を介して前側か
ら視認可能になっている。図１８に示すように、保留表示手段１３０は、遊技盤２０の前
側に臨む前板部１３３を有すると共にこの前板部１３３の上縁に連なって上側に臨む上板
部１３４を有する保留カバー１３２と、この保留カバー１３２のコーナー部１３５に設け
られ、光を透過可能な保留レンズ部１３９とを備え、保留カバー１３２および保留レンズ
部１３９が前側から視認可能になっている。保留レンズ部１３９は、有効保留数に応じた
数が設けられ、実施例では上下２つの始動入賞口３２ａ,３２ｂのそれぞれに対応して４
つずつの保留レンズ部１３９が設けられている。また、保留表示手段１３０は、保留カバ
ー１３２の後側に設けられた保留発光基板(発光基板)１４４と、この保留発光基板１４４
の前面に設けられ、保留レンズ部１３９に向けて光を照射する保留発光体(発光体)１４６
とを備え(図１９～図２１参照)、保留発光体１４６からの光の照射によって対応の保留レ
ンズ部１３９を発光するよう構成される。実施例の保留表示手段１３０は、保留レンズ部
１３９および保留発光基板１４４が保留カバー１３２に取り付けられ、保留カバー１３２
を介して設置部材６０に対する着脱等、一体的な取り扱いが可能になっている。
【００４６】
　図５および図７に示すように、保留カバー１３２は、前板部１３３および上板部１３４
が円弧状のコーナー部１３５を介して連なるよう形成されている。また、保留カバー１３
２は、左右の側部に前板部１３３および上板部１３４の間に延在する側板部１３６が形成
されると共に、各側板部１３６の外側方に取付部１３７が延出するように形成されている
(図１８参照)。保留カバー１３２は、設置部材６０における設置板部６２の下部に設置さ
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れ、前記表示部１３ａよりも下側に配置される。保留カバー１３２は、表示開口部６２ａ
の下縁に上板部１３４の後縁を揃えると共に、左右の取付部１３７,１３７の後縁を設置
板部６２の前面に突き当てた状態で、取付部１３７を設置板部６２に対してネジ止め固定
している。そして、保留カバー１３２と設置板部６２との間には、下方に開口した収納空
間Ｓが画成され、この収納空間Ｓに前記保留発光基板１４４が収納される(図８参照)。
【００４７】
　図２に示すように、保留カバー１３２は、設置部材６０の表示開口部６２ａに対して後
方から臨む表示部１３ａの下側に、コーナー部１３５の稜線が左右方向に延在した姿勢で
配設され、装飾部材３０の窓口３０ａに後方から臨んでいる。また、保留カバー１３２に
は、左右方向中央部に後方へ凹む凹部１３３ａが形成され、この凹部１３３ａの前側に球
通路１１０が配置されるようになっている。そして、保留カバー１３２のコーナー部１３
５には、複数の発光開口１３２ａが左右方向に一列に並べて形成され(図１８(ａ)および(
ｂ)参照)、各発光開口１３２ａは、下側から上側に向かうにつれて前方へ傾く軸線に沿っ
て貫通している(図８参照)。実施例の保留カバー１３２では、凹部１３３ａを挟んで左右
対称な位置関係で４つずつの発光開口１３２ａが設けられている。全ての発光開口１３２
ａは、全て同じ形状および大きさであって、実施例では略八角形状に形成されている。
【００４８】
　前記保留カバー１３２は、発光開口１３２ａの開口縁裏側から前側から後側へ向かうに
つれて下方傾斜するように延出形成された筒状保持部１３８を有し、発光開口１３２ａと
筒状保持部１３８の内部とが繋がっている(図８および図１９参照)。筒状保持部１３８は
、発光開口１３２ａの夫々に対応して形成され、実施例では、該筒状保持部１３８の延出
端が保留カバー１３２の前板部１３３の下縁と上板部１３４の後縁とを結んだライン付近
に位置している。なお、筒状保持部１３８は、延出方向と直交する方向に破断した内部断
面が、発光開口１３２ａの開口形状および大きさと同じであり、発光開口１３２ａと筒状
保持部１３８の内部とが整合している。更に、筒状保持部１３８は、不透明に形成されて
、光を透過しないよう構成される。このように、保留カバー１３２には、発光開口１３２
ａから筒状保持部１３８の内部にかけて前斜め上方に軸線が延在すると共に保留カバー１
３２の表裏両側で開口する貫通孔が形成される。なお、保留カバー１３２は、前側から視
認可能な表面にメッキによる光を反射し得る加工が施され、ステージ１００の後側および
表示部１３ａの下側を彩る装飾物としても機能している。
【００４９】
　前記保留レンズ部１３９は、発光開口１３２ａを介して前側に露出するように設けられ
ている。すなわち、実施例の保留表示手段１３０には、凹部１３３ａを挟んで左右対称な
位置関係で４つずつの保留レンズ部１３９が設けられている。保留レンズ部１３９は、保
留カバー１３２のコーナー部１３５において、意匠面が前斜め上方に臨むように設けられ
ている。また、実施例の保留レンズ部１３９は、透明に形成されると共に、ダイヤモンド
カットなどによって光を拡散し得る構成とされている。そして、保留レンズ部１３９は、
外周縁から内側に向かうにつれて表側に突出するように形成されて、保留カバー１３２の
表面よりも盛り上がるよう構成される(図８および図１９参照)。なお、保留レンズ部１３
９は、外形が略八角形状で、発光開口１３２ａと同じ大きさに形成され、発光開口１３２
ａに整合している。
【００５０】
　図２０に示すように、前記保留レンズ部１３９は、板状部１４２に突設された嵌合部１
４０の先端に設けられている。嵌合部１４０は、略矩形板状の板状部１４２の前面に該前
面に対して直交するように立設されて、前記発光開口１３２ａ(筒状保持部１３８)の開口
形状および大きさに合わせて外形が略八角形に形成されている。また、嵌合部１４０は、
先端が保留レンズ部１３９で塞がれた筒状に形成され、板状部１４２の後面に嵌合部１４
０の後側開口１４０ａが開口している(図２１参照)。そして、保留カバー１３２における
発光開口１３２ａの開口縁裏側から前側から後側へ向かうにつれて下方傾斜するように延
出する筒状保持部１３８に嵌合部１４０を保留カバー１３２の後側から嵌合すると共に、
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該筒状保持部１３８の延出端(後端)に板状部１４２を当接することで、保留レンズ部１３
９は発光開口１３２ａに整合するよう保持される(図８および図１９参照)。これにより、
嵌合部１４０は、前側から後側へ向かうにつれて下方傾斜した姿勢で保持され、板状部１
４２が下側から上側に向かうにつれて後方へ傾く姿勢で前記収納空間Ｓに収納される。ま
た、保留レンズ部１３９は、該保留レンズ部１３９の外周縁が保留カバー１３２の発光開
口１３２ａの開口縁表側に略揃い、該外周縁よりも盛り上がる中央部が、保留カバー１３
２の表面よりも突出するようになっている。なお、実施例では、保留レンズ部１３９、嵌
合部１４０および板状部１４２が一体形成されて、全体として光を透過可能に構成される
。
【００５１】
　前記保留発光基板１４４は、遊技盤２０の後側に取り付けられた設置部材６０の設置板
部６２と保留カバー１３２との間に、下側から上側に向かうにつれて後方へ傾く傾斜姿勢
で配設される(図５および図７参照)。保留発光基板１４４は、前述の如く嵌合部１４０を
筒状保持部１３８に嵌め込むことで、下側から上側に向かうにつれて後方へ傾いた姿勢と
なった板状部１４２の後面に取り付けられ、これにより保留発光基板１４４は、前面を保
留カバー１３２のコーナー部１３５に向けた傾斜姿勢で保持されている。なお、保留発光
基板１４４は、板状部１４２の後面外周縁に後方へ突出形成された位置決め片１４２ａに
外周縁が当接することで、該板状部１４２に対して位置決めされる。そして、保留発光基
板１４４は、板状部１４２を挟んで保留カバー１３２に対してネジ止め固定される。
【００５２】
　図８に示すように、保留発光基板１４４の前面には、保留レンズ部１３９に向けて斜め
上向きに光を照射して該保留レンズ部１３９を発光させる保留発光体(発光体)１４６が設
けられている。各保留発光体は１４６、保留レンズ部１３９の後斜め下側に対向配置され
、実施例では、左右方向に離間して並ぶ複数の保留レンズ部１３９に対応した数の保留発
光体１４６が、保留発光基板１４４の前面に左右方向に離間配置されている(図２０参照)
。各保留発光体１４６は、板状部１４２の後面に開口する嵌合部１４０の後側開口１４０
ａの内側略中央に嵌り込むように設置され、不透明な筒状保持部１３８で囲われた嵌合部
１４０の内側空間を該保留発光体１４６から照射した光が通るようになっている。すなわ
ち、保留レンズ部１３９は、保留発光体１４６から前斜め上方へ照射する光の軸線上に位
置しており、より具体的には該軸線が保留レンズ部１３９の外周縁よりも盛り上がった中
央部を通っている。また、保留レンズ部１３９は、保留発光体１４６の光照射方向前側に
所定間隔離して配置され、該保留発光部１４６から照射された光によって直接照らされる
ようになっている。なお、保留発光基板１４４には、後面に抵抗(図示せず)が複数設けら
れ、複数の保留発光体１４６や抵抗などの実装部品に合わせて適宜の配線パターンが形成
されている。図８に示すように、保留カバー１３２と設置部材６０の設置板部６２との間
に画成される収納空間Ｓは、下方に開口しており、保留発光基板１４４の後面に設けられ
た抵抗から放出された熱を収納空間Ｓの下方開口を介して発散し得るようになっている。
【００５３】
　前記遊技盤２０では、枠状の装飾部材３０が画成する窓口３０ａを介して図柄表示装置
１３の表示部１３ａが前側に臨むと共に、該表示部１３ａの下側に設けられた保留表示手
段１３０が該窓口３０ａを介して前側に臨むよう構成されている。また、保留表示手段１
３０の前側には、装飾部材３０の下縁部に設けられた前記ステージ１００が配置されてい
る。保留表示手段１３０は、ステージ１００において転動部１０３の後縁から立ち上がる
透明な後壁部１０５によって保留カバー１３２の前板部１３３前側が覆われ、該後壁部１
０５の後縁から後方に延出する透明な上壁部１０６によって保留カバー１３２の上板部１
３４上側が覆われている(図８参照)。なお、ステージ１００の後壁部１０５および上壁部
１０６は、平滑な板状に形成される。ステージ１００の後壁部１０５と保留カバー１３２
の前板部１３３との離間間隔は、ステージ１００の上壁部１０６と保留カバー１３２の上
板部１３４との離間間隔よりも広くなっており、後壁部１０５と前板部１３３との間の離
間空間Ｔに張り出して前記球通路１１０の縦通路部１０７が形成されている。また、ステ
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ージ１００における後壁部１０５と上壁部１０６との角部は、保留カバー１３２のコーナ
ー部１３５よりも前側に位置し、コーナー部１３５の上側を覆う上壁部１０６を介して保
留レンズ部１３９を照射した保留発光体１４６の光が透過するよう構成されている。この
ように、保留表示手段１３０は、ステージ１００を介して遊技者から視認可能になってい
る。
【００５４】
(実施例の作用)
　前記パチンコ機１０では、装飾部材３０の頂部近傍左側に向けてパチンコ球を遊技領域
２０ａに打ち込み、パチンコ球を装飾部材３０の左側を流下させて、始動入賞口３２ａ,
３２ｂへの入賞を図る。抽選の結果、大当り状態となった場合には、装飾部材３０の頂部
近傍左側に向けてパチンコ球を遊技領域２０ａに打ち込み、パチンコ球を装飾部材３０の
左側を流下させて、開放された特別入賞口３４ａへの入賞を図る。一方、遊技領域２０ａ
に打ち出したパチンコ球の勢いが強い場合など、装飾部材３０の頂部を越えて装飾部材３
０の右側を流下するパチンコ球は、始動入賞口３２ａ,３２ｂや特別入賞口３４ａに誘導
されることなく、アウト口２１から排出されてしまう。このように、左打ち仕様に盤面が
構成された前記パチンコ機１０では、装飾部材３０の頂部から球誘導路１１２の球入口１
１２ａ上側までの第１領域において、庇状部７０に対してパチンコ球が接触する頻度が高
くなる。特に、庇状部７０の第１領域において装飾部材３０の頂部から表示部１３ａの上
側に延在する部位は、遊技領域２０ａの左側流路にパチンコ球を案内するよう構成されて
いるので、パチンコ球が接触する頻度が高い。これに対して、遊技盤２０では、装飾部材
３０の頂部から始動入賞口３２ａ,３２ｂよりも下側まで延在する右側下部までの第２領
域において、庇状部７０に対してパチンコ球がほとんど接触する機会はない。すなわち、
前記第１領域に延在する庇状部７０は、パチンコ球との高い頻度の接触によって、経時的
に傷が付いたり、磨耗したり、場合によっては破損することもある。そして、前記第２領
域に延在する庇状部７０は、パチンコ球とほとんど接触しないので、前記第１領域のよう
な不具合はあまり生じない。
【００５５】
　前記装飾部材３０によれば、庇状部７０においてパチンコ球が接触する頻度が高い第１
領域を構成する第１庇片７１が、台板部６８と別体に形成されて、台板部６８から分離可
能になっているので、パチンコ球との接触によって前記不具合が生じた際に、第１庇片７
１を台板部６８から取り外して、新たな第１庇片７１を取り付けることができる。この際
、異常のない第２庇片７２を取り外すことなく、不具合が生じた第１庇片７１だけを取り
替えることができる。従って、庇状部７０全体を取り替える必要がないので、第２庇片７
２の周辺に配設された意匠片７４や第２可動演出装置５２などの取り外しは要せず、第１
庇片７１以外の他の部材の着脱を最小限に抑えることができ、メンテナンス性に優れてい
る。また、庇状部７０全体を台板部６８と一体形成すると、不具合が第１領域だけに生じ
ても、不具合のない第２領域を含めて装飾部材３０全体を取り替えることになってコスト
が嵩むが、実施例の装飾部材３０によれば、第１庇片７１を取り替えるだけで足りるので
、修繕にかかるコストを抑えることができる。
【００５６】
　前記装飾部材３０の上縁部に配設された第１可動演出装置４２は、第１可動発光体４８
から前方へ光を照射することで、遊技盤２０の前側に臨む第１固定飾り部４５および第１
可動飾り部４４を発光させる。ここで、第１可動発光体４８から照射された光は、第１固
定飾り部４５または第１可動飾り部４４で拡散され、第１固定飾り部４５および第１可動
飾り部４４を囲う囲み部材９０の内周面に形成された可動反射面９４よって反射される。
また、囲み部材９０には、第１固定飾り部４５および第１可動飾り部４４と第１庇片７１
との間に延在する前側壁部９２に、光を透過可能な可動通光部９３が形成されているので
、第１固定飾り部４５または第１可動飾り部４４で拡散した光や前記可動反射面９４で反
射した光が可動通光部９３を通過して第１庇片７１を照らす。これにより、第１庇片７１
の頂部近傍は、窓口３０ａ側に隣接配置された第１可動演出装置の飾り部４４,４５を発
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光させる第１可動発光体４８の光を受けて、遊技領域２０ａ臨む上面が発光する。また、
前記装飾部材３０の上縁部左側に配設された第１センター飾り部７６は、第１装飾発光体
７９から前方へ光を照射することで発光するようになっている。ここで、第１装飾発光体
７９から照射された光は、第１装飾透光体８４で拡散され、第１装飾カバー体８０の壁部
８１内周面に形成された装飾反射面８３よって反射される。また、第１装飾カバー体８０
には、第１庇片７１側に延在する壁部８１に光を透過可能な装飾通光部８２が形成される
と共に第１装飾透光体８４が透明に形成されているので、第１装飾透光体８４で拡散した
光や前記装飾反射面８３で反射した光が装飾通光部８２を通過して第１庇片７１を照らす
。これにより、第１庇片７１の上部右側部位は、窓口３０ａ側に隣接配置された第１セン
ター飾り部７６を発光させる第１装飾発光体７９の光を受けて、遊技領域２０ａ臨む上面
が発光する。
【００５７】
　このように、装飾部材３０においてパチンコ球が接触する頻度が高く遊技者が注視する
第１領域を第１庇片７１の発光により好適に装飾することができる。特に、庇状部７０の
第１領域において装飾部材３０の頂部から上縁部左側にかけて部位は、パチンコ球がぶつ
かったり、該部位に沿ってパチンコ球を案内したりするなど、パチンコ球の流れに大きく
関与するので、当該部位を第１庇片７１の発光によって発光することで、パチンコ球の動
きに伴う興趣をより高めることができる。これに対して、不透明に形成された第２庇片７
２は、窓口３０ａ側に隣接配置された第２可動演出装置５２や第２センター飾り部８５が
発光しても発光しないので、前記第１領域と第２領域とで発光による装飾態様を区分する
ことができる。また、第１庇片７１は、第１可動演出装置４２および第１センター飾り部
７６により発光するものの、遊技領域２０ａに臨む面は光を反射しない。これに対して、
第２庇片７２は、表面に施されたメッキ加工により光を反射可能に形成されているので、
該第２庇片７２周辺の光を反射することができる。このように、第１庇片７１と第２庇片
７２とは、第１庇片７１が発光装飾されていない状態においても装飾性に違いがあるので
、装飾部材３０においてパチンコ球が接触する頻度が高く遊技者が注視する第１領域と余
り遊技者が注視しない第２領域との間で差違を際立たせることができる。
【００５８】
　前述の如く、装飾部材３０の左側をパチンコ球が流下するようにパチンコ球を遊技領域
２０ａに打ち出して装飾部材３０の下方位置に設けられた入賞口３２ａ,３２ｂ,３４ａへ
の入賞を図るパチンコ機１０においては、装飾部材３０の右側をパチンコ球が流下するこ
とがほとんどないので、庇状部７０の左側に延在する第１領域に対する遊技者の注目度は
、庇状部７０の右側に延在する第２領域と比べて非常に高い。このように遊技者の注目度
が高い庇状部７０の左側に延在する第１領域を発光装飾可能な第１庇片７１で構成するこ
とで、第１庇片７１の発光を遊技者により意識させることができ、高い装飾効果が得られ
る。また、注目の必要がない前記第２領域が臨む遊技領域２０ａの右側流路よりも、第１
庇片７１の発光によって前記第１領域が臨む遊技領域２０ａの左側流路を強調することが
できる。
【００５９】
　前記装飾部材３０には、第１庇片７１と飾り部４４,４５,７６との間に光を透過し得る
通光部８２,９３が設けられ、該通光部８２,９３を挟んで第１庇片７１に臨む位置に配置
された壁部８１,９２に光を反射し得る反射面８３,９４が設けられる。すなわち、当該飾
り部４４,４５,７６を発光させる発光体４８,７８から前方へ照射した光を反射面８３,８
４の反射によって、該発光体４８,７８の光照射方向前側から外れた位置に配置された第
１庇片７１を照らすことができる。このように、第１庇片７１は、専用の発光体４８,７
８によって発光するのではなく、飾り部４４,４５,７６を照らす発光体４８,７８を用い
て間接的に発光させる構成であるので、装飾部材３０の部品点数の増加を抑えることがで
き、また第１庇片７１を発光させることによる装飾部材３０の大型化を避けることができ
る。更に、前側に臨む飾り部４４,４５,７６と遊技領域２０ａ側(上方)に臨む第１庇片７
１とは異なる方向に向いているが、飾り部４４,４５,７６の外周縁に延在する壁部８１,
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９２に設けた反射面８３,９４による光の反射によって第１庇片７１を照らす構成である
ので、発光体４８,７８による飾り部４４,４５,７６への光の照射を妨げることなく、第
１庇片７１を間接的に照らすことができる。
【００６０】
　前記電飾手段１２０は、電飾発光基板１２６の対向領域１２６ａに設けられた第１電飾
発光体１２７から光を照射することで、主発光装飾部１２４を発光させ、これにより表示
部１３ａの左側において遊技盤２０と設置部材６０との間を覆う主発光装飾部１２４によ
って、表示部１３ａの左側を発光装飾することができる。また、電飾手段１２０は、電飾
発光基板１２６の露出領域１２６ｂに設けられた第２電飾発光体１２８から光を照射する
ことで、球誘導路１１２の後面形成部１１７を発光させることができ、これにより球誘導
路１１２が発光装飾される。このように、電飾手段１２０は、同じ電飾発光基板１２６に
設けた電飾発光体１２７,１２８によって、主発光装飾部１２４と球誘導路１１２との異
なる２つの部位を発光させることができる。すなわち、発光させる部位に応じて発光基板
を夫々設ける構成ではないので、コストを抑えることができる。
【００６１】
　前記電飾手段１２０は、電飾発光基板１２６における主発光装飾部１２４と重ならない
露出領域１２６ｂに設けた第２電飾発光体１２８によって後面形成部１１７を直接照らす
ことができる。すなわち、第１電飾発光体１２７による主発光装飾部１２４の発光に際し
て、第１電飾発光体１２７から照射した光によって球誘導路１１２が直接照らされず、第
２電飾発光体１２８による球誘導路１１２の発光に際して、第２電飾発光体１２８から照
射した光によって主発光装飾部１２４が直接照らされない。このように、異なる部位に対
応した第１電飾発光体１２７と第２電飾発光体１２８とを同じ電飾発光基板１２６に設け
ても、第２電飾発光体１２８を前記露出領域１２６ｂに配置することで、主発光装飾部１
２４と球誘導路１１２との夫々を適切に発光させることができる。従って、第１電飾発光
体１２７だけを点灯することで、球誘導路１１２を発光しない状態で主発光装飾部１２４
だけを発光させることができ、第２電飾発光体１２８だけを点灯することで、主発光装飾
部１２４を発光しない状態で球誘導路１１２だけを発光させることができ、両電飾発光体
１２７,１２８を点灯することで、主発光装飾部１２４と球誘導路１１２とを同時に発光
させることができる。
【００６２】
　前記第１電飾発光体１２７により照らされた主発光装飾部１２４によって窓口３０ａの
内周部左側を発光装飾し得ると共に、第２電飾発光体１２８により照らされた球誘導路１
１２によって装飾部材３０の前面を発光装飾し得る。ここで、遊技盤２０と設置部材６０
との間に設けられた第２電飾発光体１２８からは、遊技盤２０や装飾部材３０が間に存在
しているので、装飾部材３０の内周部において前側へ向くよう形成された球誘導路１１２
の意匠面１１３を直接照らすことはできない。すなわち、球誘導路１１２は、前側に向く
意匠面１１３が第２電飾発光体１２８によって照らされないが、透明な意匠面１１３を介
して第２電飾発光体１２８によって直接照らされて発光した後面形成部１１７を視認でき
るので、前側から視た際に該意匠面１１３が発光しているように感得される。このように
、電飾手段１２０は、第１電飾発光体１２７の光照射方向前側に配置され主発光装飾部１
２４を発光させるだけでなく、第１電飾発光体１２７と同じ方向へ光を照射する第２電飾
発光体１２８によって、球誘導路１１２の遊技盤２０よりも後方へ突出した後部を照らす
ことで、該第２電飾発光体１２８の光照射方向前側から外れた球誘導路１１２の意匠面１
１３を発光しているように見せることができる。また、同じ電飾発光基板１２６に設けた
電飾発光体１２７,１２８から同じ向きに照射した光によって、窓口３０ａの開口内側に
意匠面が向いた主発光装飾部１２４と、前側に向いた球誘導路１１２の意匠面１１３とを
発光装飾することができる。すなわち、主発光装飾部１２４と球誘導路１１２との間で意
匠面の向きが相違していても、第１電飾発光体１２７と第２電飾発光体１２８とで光の照
射向きを変える必要はなく、また意匠面の向きに合わせて複数の電飾発光基板を用いる必
要もない。従って、主発光装飾部１２４および球誘導路１１２の２つの異なる部位を発光
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装飾するのであっても１枚の電飾発光基板１２６で足り、電飾手段１２０の部品点数を抑
えて構成を簡易にできる。
【００６３】
　前記カバー部材１２２、主発光装飾部１２４および電飾発光基板１２６は、遊技盤２０
と設置板部６２との間のスペースを用いて設置部材６０に設置され、球誘導路１１２は、
遊技盤２０に配設された装飾部材３０に設置されている。このように、同じ電飾発光基板
１２６に設けた電飾発光体１２７,１２８によって発光される主発光装飾部１２４と球誘
導路１１２とを、設置部材６０側と遊技盤２０側とに振り分けることで、前後のスペース
を有効利用して主発光装飾部１２４および球誘導路１１２を設置し得る。また、球誘導路
１１２は、主発光装飾部１２４の前側に重なるように設けられているので、球誘導路１１
２の後側に発光体を有する発光基板を配設することはできない。仮に、主発光装飾部１２
４の後側に発光体を配設すると、主発光装飾部１２４と球誘導路１１２との夫々を独立し
て発光させることはできない。実施例の電飾手段１２０によれば、主発光装飾部１２４よ
りも前方へ延出する露出領域１２６ｂに設けられた第２電飾発光体１２８によって、主発
光装飾部１２４の前側に重なるように設けた球誘導路１１２を良好に発光させることがで
きる。このように、球誘導路１１２の後側に発光体を配設するスペースがなくても、球誘
導路１１２の後方から外れた位置に配設された第２電飾発光体１２８によって球誘導路１
１２を発光させることができる。また、球誘導路１１２の後側には、遊技者から視認され
ると意匠性を損なう発光基板を配置する必要がないので、球誘導路１１２全体を透明とす
ることができる。
【００６４】
　前記球誘導路１１２は、第２電飾発光体１２８からの光によって後面形成部１１７が照
らされ、発光した後面形成部１１７を透明な意匠面１１３を介して視認可能になっている
。球誘導路１１２は、前側を向く透明な意匠面１１３を介して該球誘導路１１２で案内さ
れるパチンコ球を視認可能であるが、後面形成部１１７が発光することで、球誘導路１１
２を案内されるパチンコ球が見易く、遊技領域２０ａから球誘導路１１２を介してステー
ジ１００に渡るパチンコ球の流れに遊技者の興味をより惹き付けることができる。しかも
、球誘導路１１２を通過するパチンコ球によって発光した後面形成部１１７の前側が遮ら
れるので、発光とのコントラストによりパチンコ球をより見易くすることができる。
【００６５】
　前記保留表示手段１３０は、始動入賞口３２ａ,３２ｂへのパチンコ球の入賞検知に応
じて保留発光体１４６から光が照射されて対応の保留レンズ部１３９が点灯することで、
点灯した保留レンズ部１３９の数によって有効保留数を確認できるようになっている。前
述の如く遊技に際して遊技者が最も見ている時間が長い表示部１３ａは、遊技者に負担を
かけないように遊技者の目の高さあるいは僅かに見下ろす高さに設定される。すなわち、
表示部１３ａよりも下側に配置された前記保留表示手段１３０では、遊技者が保留レンズ
部１３９を確認する際に見下ろすことになる。保留レンズ部１３９は、保留カバー１３２
のコーナー部１３５に設けられているので、保留表示手段１３０を見下ろす遊技者と正対
し、例えば保留レンズ部１３９を前板部１３３に平面的に設ける場合と比べて斜め上側か
ら視認し易い。保留レンズ部１３９が前斜め上側に向いているので、遊技者が高い位置か
ら保留レンズ部１３９を見下ろしても該保留レンズ部１３９を上側から面として視認可能
であるので見易く(図８参照)、また遊技者が低い位置から保留レンズ部１３９を見ても該
保留レンズ部１３９を前側から面として視認可能であるので見易い(図２参照)。このよう
に、遊技者の体格や姿勢によって目の位置が上下しても、保留レンズ部１３９を確認し易
い。
【００６６】
　前記保留レンズ部１３９は、対応の保留発光体１４６から前斜め上向きに照射された光
によって発光するので、保留レンズ部１３９を見下ろす遊技者の視線と保留発光体１４６
から照射した光の向きとが合って、保留レンズ部１３９が発光しているか否かを判別し易
い。すなわち、保留レンズ部１３９には、表示部１３ａからの光や他の発光手段の光を受
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けて該光を反射して光っているように見えることがあるが、保留発光体１４６からの照射
した光が遊技者の目線と合うので、保留発光体１４６からの光が判り易い。また、保留レ
ンズ部１３９での点灯表示が判り易いので、保留レンズ部１３９の前側に設けられたステ
ージ１００の転動部１０３でのパチンコ球の転動や、遊技者が見下ろした先にある始動入
賞口３２ａ,３２ｂへのパチンコ球の入賞態様などを視野に入れつつ、保留表示手段１３
０によって有効保留数を簡単に確認することができる。また、保留レンズ部１３９は、保
留カバー１３２の表面よりも盛り上がるように立体的に形成されているので、遊技者から
一層見易くなり、対応の保留発光体１４６による発光状態にあるかまたは消灯状態にある
かが判り易い。
【００６７】
　前記保留表示手段１３０は、保留カバー１３２の前板部１３３の前側がステージ１００
の透明な後壁部１０５で覆われると共に、上板部１３４の上側がステージ１００の透明な
上壁部１０６で覆われている。そして、保留レンズ部１３９は、平滑に形成された上壁部
１０６を介して斜め上側から視認可能であり、該保留レンズ部１３９に対して保留発光体
１４６から斜め上向きに照射した光が上壁部１０６を透過する構成されているので、ステ
ージ１００における後壁部１０５と上壁部１０６との角部が保留レンズ部１３９に重なる
場合と比べて、上壁部１０６の存在によって保留レンズ部１３９がゆがみ難く、また保留
発光体１４６から照射された光に対する影響を抑えることができる。すなわち、保留レン
ズ部１３９をステージ１００の上壁部１０６で覆っても該保留レンズ部１３９を斜め上側
から見易い。
【００６８】
　前記保留発光基板１４４を傾斜姿勢で設けることで、保留レンズ部１３９と保留発光体
１４６との間隔を確保しつつ、保留カバー１３２と設置部材６０の設置板部６２との間の
スペースを有効利用して比較的大きな保留発光基板１４４を設置することができる。この
ように、保留レンズ部１３９と保留発光体１４６とがある程度間隔をあけて配置されてい
るので、保留発光体１４６から照射した光によって保留レンズ部１３９の一部だけが点状
に光ることを防止でき、保留レンズ部１３９全体を発光させることができる。保留発光基
板１４４を収納する収納空間Ｓは、前側が保留カバー１３２の前板部１１３で区画される
と共に上側が上板部１３４で区画され、後側が設置板部６２で区画されており、このよう
な収納空間Ｓでは、前板部１３３の下縁と上板部１３４の後縁とを結んだ斜め方向に最も
スペースを確保し得る。すなわち、収納空間Ｓ内に配設される部材の中で最も大きい板状
部１４２を、前板部１３３の下縁と上板部１３４の後縁とを結んだ斜め方向に板面を向け
た傾斜姿勢で板状部１４２で配設することで、この板状部１４２で傾斜姿勢で保持し得る
保留発光基板１４４の大きさも大きくすることができる。例えば、保留発光基板１４４を
設置板部６２と平行な垂直姿勢で配置した場合は、配置に必要な前後スペースを小さくし
得るものの、配置に必要な上下スペースが大きくなり、前後スペースについても保留レン
ズ部１３９と保留発光体１４６との離間間隔を確保するためにそれほど小さくできるもの
ではない。同様に、保留発光基板１４４を設置板部６２と直交する水平姿勢で配置した場
合は、配置に必要な上下スペースを小さくし得るものの、配置に必要な前後スペースが大
きくなり、上下スペースについても保留レンズ部１３９と保留発光体１４６との離間間隔
を確保するためにそれほど小さくできるものではない。すなわち、収納空間Ｓに保留発光
基板１４４を傾斜姿勢で配設することで、保留レンズ部１３９と保留発光体１４６との間
隔を確保するという条件と、有効保留数に応じた複数の保留発光体１４６や抵抗等の実装
部品または配線パターンなどを設けることができる保留発光基板１４４の十分な大きさを
確保する条件とを満たしつつ、保留カバー１３２の前後および上下寸法をコンパクトにで
きる。
【００６９】
　前記保留表示手段１３０は、前後にコンパクトであるので、前側にステージ１００を設
けることができ、また前側に設けたステージ１００における転動部１０３の前後幅を広く
設定することも可能となる。また、保留発光基板１４４を傾斜姿勢で設けることで、前述
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の如く保留発光基板１４４を水平姿勢で設ける場合と比べて保留カバー１３２の前後幅を
コンパクトにできるので、ステージ１００の後壁部１０５と保留カバー１３２の前板部１
１３との間に球通路１１０を設けるスペースを確保することができる。そして、ステージ
１００の後壁部１０５と保留カバー１３２の前板部１３３との間の離間空間Ｔに張り出し
て球通路１１０を設けることで、転動部１０３の前後幅をより大きくすることができる。
このように、転動部１０３の前後幅を広くすれば、該転動部１０３で転動するパチンコ球
の動きがより多彩になり、興趣を増すことができる。
【００７０】
　前記保留カバー１３２の筒状保持部１３８に先端に保留レンズ部１３９が形成された嵌
合部１４０を嵌め込むことで、保留レンズ部１３９は保留カバー１３２の表裏方向と交差
する方向への変位が規制される。また、保留カバー１３２の筒状保持部１３８の延出端に
板状部１４２を当接することで、保留レンズ部１３９は保留カバー１３２の表側への移動
が規制され、保留レンズ部１３９が発光開口１３２ａに対して位置決めされる。このよう
に、筒状保持部１３８と嵌合部１４０との嵌合並びに筒状保持部１３８の延出端と板状部
１４２との当接によって、保留レンズ部１３９を保留カバー１３２に対して適切に位置決
めすることができる。そして、板状部１４２に保留発光基板１４４を取り付けることで、
保留発光体１４６が対応の保留レンズ部１３９に相対すると共に、保留レンズ部１３９と
保留発光体１４６とが所定間隔で離間するように保持され、保留レンズ部１３９と保留発
光体１４６とを適切に位置決めすることができる。更に、保留発光体１４６は、嵌合部１
４０の後側開口１４０ａに嵌り込むように設置されるので、嵌合部１４０を囲う不透明な
筒状保持部１３８によって保留発光体１４６から保留レンズ部１３９までの間を区画する
ことができるので、個々の保留レンズ部１３９を明輝させることができる。
【００７１】
(変更例)
　なお、遊技機の構成としては、実施例のものに限らず、種々の変更が可能である。
(１)電飾発光基板１２６の露出領域１２６ｂに設けられた第２電飾発光体１２８によって
照らされる第２の発光装飾部は、実施例のように球誘導路１１２に限定されず、設置部材
６０、遊技盤２０または装飾部材３０に配設された飾り部材や可動体などであってもよい
。
(２)実施例では、第１の発光装飾部(主発光装飾部１２４)を設置部材６０側に設けると共
に、第２の発光装飾部(球誘導路１１２)を遊技盤２０側に設けたが、第１の発光装飾部お
よび第２の発光装飾部の両方を設置部材６０側または遊技盤２０側の一方にまとめて設け
てもよく、第１の発光装飾部を遊技盤２０側に設けると共に第２の発光装飾部を設置部材
６０側に設けてもよい。
(３)実施例では、第１電飾発光体１２７および第２電飾発光体１２８から窓口３０ａの開
口内側へ向けた右側方へ光を照射したが、光の照射方向は、窓口３０ａの開口内側へ向け
た左側方、上方あるいは下方であってもよい。また、光の照射方向は、前方であっても、
窓口３０ａと関わりのない上下左右方向であってもよい。
【００７２】
(４)遊技盤２０の盤面構成は、実施例の左打ち仕様に限定されず、所謂右打ち仕様であっ
てもよい。右打ち仕様の遊技盤は、大当りしていない状態で装飾部材３０の左側を遊技球
が流下するように遊技球を遊技領域２０ａに打ち出して装飾部材３０の下方位置に設けら
れた始動入賞口３２ａ,３２ｂへの入賞を図ると共に、大当り状態で装飾部材３０の右側
を遊技球が流下するように遊技球を遊技領域２０ａに打ち出して特別入賞口３４ａへの入
賞を図るように構成される。装飾部材３０の右側へパチンコ球を流下させる右打ち仕様の
遊技盤であっても、大当り状態よりも大当りしていない状態が長くなることから、庇状部
７０において装飾部材３０の頂部から左側部にかけての第１領域が装飾部材３０の頂部か
ら右側部にかけての第２領域よりも遊技球が接触する頻度が高くなる。
(５)第２庇片７２を光透過可能に構成することで、該第２庇片７２についても第２可動演
出装置５２や第２センター飾り部８５の発光に伴って第１庇片７１と同様に発光する構成
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光とを切り替えることで、遊技者に対して狙う方向を示唆することができる。
(６)実施例では、装飾部材３０の頂部から左側部の球誘導路１１２の球入口１１２ａまで
に亘って第１庇片７１が延在する構成であるが、第１庇片７１を表示部１３ａの上側部位
だけに配設し、遊技釘等の配置によって表示部１３ａの左側部位が第２領域となるのであ
れば、表示部１３ａの左側部位を第２庇片７２で構成してもよい。すなわち、第１庇片７
１および第２庇片７２の配置は、パチンコ球との接触頻度との関係で適宜設定される。
(７)第１庇片７１と飾り部４４,４５,７６との間に設けられる通光部８２,９３は、間に
位置する部材を光透過可能に形成するのに限らず、何も設けない空間でもよい。
【００７３】
(８)実施例では、保留表示手段１３０を設置部材６０に配設したが、保留表示手段１３０
を装飾部材３０等の遊技盤２０側に配設してもよい。
(９)保留表示手段１３０は、表示部１３ａよりも下側であれば、表示部１３ａの真下から
ずれた位置に配設してもよい。
(１０)実施例では、保留表示手段１３０の前側にステージ１００が配設されたが、保留表
示手段１３０の前側に何も配設されない構成であってもよい。
(１１)実施例の保留カバー１３２のコーナー部１３５は、円弧状に湾曲形成したが、前板
部１３３と上板部１３４との角を直線的に面取りした形状であってもよい。
【００７４】
(１２)実施例では、遊技機としてパチンコ機を例示して説明したが、これに限られるもの
ではなく、アレンジボール機やピンボール機、スロットマシン機等の各種遊技機を採用し
得る。
【符号の説明】
【００７５】
　１３　図柄表示装置
　１３ａ　表示部
　２０　遊技盤
　２０ａ　遊技領域
　２１　アウト口
　３０　装飾部材
　３０ａ　窓口
　３２　始動入賞装置(入賞装置)
　３４　特別入賞装置(入賞装置)
　４４　第１可動飾り部(飾り部)
　４５　第１固定飾り部(飾り部)
　４８　第１可動発光体(発光手段)
　６８　台板部
　７０　庇状部
　７１　第１庇片
　７２　第２庇片
　７６　第１センター飾り部(飾り部)
　７９　第１装飾発光体(発光手段)
　８１　壁部
　８２　装飾通光部(透光部)
　８３　装飾反射面(反射面)
　９３　可動透光部(透光部)
　９２　前側壁部(壁部)
　９４　可動反射面(反射面)
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